
 

 

 

 

 

 

 

 

 

室内の乾燥が気になるこれか

らの季節。温かい部屋にこもり

がちになる寒い季節に、新型コ

ロナウイルスなどの飛沫感染は

どうやって予防するとよいので

しょうか？ 

 会話や咳・くしゃみの時の飛

沫は、部屋が乾燥していると拡散しやすいようです。理化学研究所

が世界最速のスーパーコンピューター「富岳」で、室内で会話して

いる時の飛沫についてシミュレーション実験を実施したところ、

会話中や咳・くしゃみをしたときなどに口から出た飛沫は、乾燥し

た湿度の低い部屋では、飛ぶ量が増えることがわかりました。飛沫

は乾燥した環境では小さい微粒子になるため、拡散しやすいとい

うことです。 

湿度 30％と湿度 60％で飛沫の量を比べると、1.8 メートル先

に届く飛沫の量は『湿度 30％が 2倍』という結果でした。湿度が

低すぎると飛沫の拡散量が増え、湿度が高すぎると飛沫は下に落

ちます。飛沫の拡散をなるべく防ぐには、部屋の湿度は 60％程度

にしておくのが適切とのことです。 

湿度が低い時には、なるべく大声で話さない・換気するなどの感

染対策を行いつつ、湿度を上げる工夫をすることが求められるよ

うです。（ストーブの上でお湯をわかす、湿ったタオル、衣類など

を干すなど。もちろん加湿器などがあれば、有効です。） 

 学校でも、気温だけではなく、湿度にも気を配りながら、コロナ

感染症だけではなく、ウィルス感染症全般に気をつけていきたい

と思います。 

飛沫感染を防ぐための手軽で、しかも有効な手段はマスクです。

しっかりと意識をして、他の人との会話があるときには、忘れずに

マスクをつけるように指導をしていきます。ご家庭でも、改めて、

マスクの大切さを確認してみてください。また、ハンカチも、出し

やすいところに入れて、さっと使えるようにお話しください。 

 

 

 

１１月５日に全校朝礼がありました。朝礼の中で、表彰を行いま

した。１０月に行われた、ジュニア陸上。浜田市市美展・書写展の

表彰でした。様々な行事が中止になる中、表彰をするのも今年度初

めてとなりました。子どもたちのがんばりを、互いに認め合うこと

ができることは、本当にうれしいことでした。 

表彰後の話の中で、「偶然できることがある。偶然成功すること

がある。」ことのお話をしました。偶然おきることは、偶然かもし

れませんが、実は何もしなくて偶然が突然、起きることはないもの

です。自分が目指していることではないことで、日々偶然おきてい

ることについては、自覚することすらないかもしれません。 

しかし、目標を立て、ゴールを目指して取り組んでいることにつ

いては、意味合いが変わってきます。『毎日毎日の生活を大切にし

て練習をして、繰り返し繰り返し励んできた人にだけ偶然の成功

が訪れ』それを自覚することができるのです。偶然できたと思って

いるということは、まだまだ、たくさんの失敗があることを、本人

は知っています。そこから、さらに努力をして、偶然できていたこ

とを、必ずできることへと高めていくのです。 

表彰された子どもたちは、日々の積み重ねによって、自分の力を

高めてきた結果として賞状をいただくことができたのだと思いま

す。おめでとうございます。そして、よくがんばりました。 

 

 

 

 

 

 

 

浜田ジュニア陸上競技大会 
○６年男子１００ｍ  ２位       記録１３秒９７ 

○全学年男子８０ｍＨ １位       記録１３秒１６ 

○１年女子５０ｍ   ７位       記録１０秒７６ 

○３年女子５０ｍ   ３位       記録 ８秒９３ 

           ４位       記録 ９秒０４ 

○４年女子１００ｍ  ５位       記録１７秒２５ 

○全学年女子８００ｍ ６位       記録３分３３秒０８ 

 

浜田市図画・美術展審査会 
学年        題  名    名 前 賞 

１年 おかあさんへのプレゼント  特選 

１年 ふしぎなさかな  特選 

１年 すてきにへんないえ  特選 

１年 すてきにへんないえ  県特選 

２年 どろどろたまご  入選 

２年 カラフルたまご  特選 

３年 先生とバイオリン  入選 

３年 しぜんの家  特選 

３年 ふしぎなツリーハウス  入選 

３年 森の中へおいでよ  入選 

３年 雨の日の川のそばで  特選 

３年 きれいな音色  特選 

４年 幸福な王子  入選 

４年 おかめ列車  入選 

４年 中庭のヘチマ  入選 

４年 中庭のヘチマ  入選 

５年 緑の山々に囲まれた八幡宮  特選 

５年 あざやかな森に囲まれた神社  特選 

５年 風がふく朝の神社  特選 

６年 美川の建物  特選 

６年 真正面から見た八幡宮  入選 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

美川小学校便り NO,７ 

 

             Ｒ2.11.20 日 文責 岡田憲明 

 

 

美川っ子 

全校朝礼・表彰 

コロナに負けない 
各種大会・ 

審査会の結果 

https://illpop.com/png_school/japanese_a18.htm
https://illpop.com/png_school/festival_a15.htm


調べる学習コンクール 
【授業部門】 

○優秀賞○ 

・１年「わいわいずかん」 

・２年「どうぶつ ずかん」 

・３年「こん虫図かん」 

◎ 学習の中で調べたことを、学級全員で協力してまとめ、「浜田

市図書館を使った調べる学習コンクール」に出品しました。 

  その結果、出品した 3 点とも、優秀賞をいただきました。 

１１月１４日に学習発表会を開催しました。感染症予防のため

に、例年とは違う形で、来賓の皆様は招待せず、該当の学年の保護

者の皆様のみ体育館に入っていただく形で実施しました。様々な

ことで、ご不便をおかけしています。ご協力をいただいているこ

と、心より感謝申し上げます。ありがとうございます。 

 学習発表会を取りやめた学校もありましたが、普段とは違う形

で、多くの人数の皆さんに発表したり、伝えたりすることの教育的

効果は大きいものがあります。子どもたちもご家族の皆さんに伝

えるということが大きな目標になってがんばることができます。

たくさんの人に伝えるためには、どんなことに気をつけたらよい

のかを考えることも、子どもたちの力を伸ばします。 

 普段にない環境の中で、恥ずかしさや緊張を乗り越え、大きな声 

で、しっかり伝えること。大きく子どもたちの力を伸ばすもので

す。今までの自分の殻を突き破り、新たな表現に挑戦することで、

大きな自信をつけていくことができます。 

 皆様の温かなご声援や拍手が励みになったことでしょう。あり 

がとうございました。 

 

【１年生】 

「きらきら発見☆」 

【２年生】 

「まちたんけんで分かったよ！」 

【３年生】 

「美川のお宝、大発見！」 

【４年生】 

「進め！周布川調査隊」 

 

【５・６年生】 

「最高の宿泊研修と最高の修学旅行」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 学習発表会に向けて子どもたちが、関わり合いながら、様々な

アイディアを出し合って創り上げた発表です。自分たちで考え

る、自分たちで練習する、自分たちで実行する、自分たちでふり

返る・・・・。 

  失敗することも含めて大事な経験です。例えば、教師がいなく

ても、自分たちで様々な学習を進めることができる、活動を進め

ることができることができる。これからの子どもたちに求めら

れているのは、そういう力です。 

 

 

３日（木）外国語（支援員）、全校朝礼  

４日（金）マラソン記録会③、クラブ⑥ 

７日（月）職員会、ＰＴＡ第５回運営委員会 

８日（火）島根県学力調査（５，６年） 

９日（水）マラソン記録会予備日、人権集会 

１０日（木）ＳＣ訪問日、外国語（ＡＬＴ） 

１１日（金）委員会⑥ 

１４日（月）職員会 

１５日（火）安全点検、第２回学校評議員会 

１７日（木）個人懇談（午後）ＳＣ訪問日 

外国語（支援員） 

１８日（金）幼小中しめ縄作り交流会（５，６年） 

      個人懇談（午後） 

２１日（月）職員会 

２２日（火）ラブック号 

２３日（水）校外班会 

２４日（木）大掃除 

２５日（金）終業式・給食終了 

     


